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川辺の白い翼（雄平橋付近で撮影） 

広 

報 

み 

ち 

し 

る 

べ 

令
和
六
年
度 

第
三
号 

湯
沢
地
区
保
護
司
会 

〒
〇
一
二―
〇
八
二
四 

湯
沢
市
佐
竹
町
四―

五 

湯
沢
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

☎
〇
一
八
三―

五
六―
六
一
九
五 

編
集
後
記 

先
日
、
七
十
代
女
性
三
人
で
上
京
し
た

際
の
こ
と
。
昼
食
を
と
ろ
う
と
駅
中
の
蕎

麦
屋
の
入
口
で
店
内
を
見
回
し
て
い
る

と
、
「
先
に
食
券
を
買
っ
て
下
さ
い
。
」
と

の
声
。
あ
わ
て
て
券
売
機
で
購
入
し
、
席

に
付
こ
う
と
す
る
や
い
な
や
、
「
○
○
番

の
方
、
で
き
ま
し
た
。」
と
の
コ
ー
ル
。 

え
っ
、
え
っ
、
え
っ
？
今
買
っ
た
ば
か

り
な
の
に
？
？ 

 

驚
き
な
が
ら
も
促
さ
れ
て
バ
タ
バ
タ
動

き
、
何
と
か
三
人
と
も
お
蕎
麦
を
頂
く
こ

と
が
で
き
た
。 

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
‼ 

時
間
の
価
値
や
暮
ら
し
方
の
変
化
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。 

二
〇
二
五
年
の
干
支
は
「
乙
巳
」
。

「
巳
」
は
蛇
の
脱
皮
を
繰
り
返
す
姿
か
ら

「
再
生
と
変
化
」
を
象
徴
す
る
そ
う
だ
。

い
や
で
も
対
応
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
。

ど
う
せ
な
ら
変
化
を
受
け
入
れ
、
便
利
さ

や
楽
し
さ
を
味
わ
う
生
活
に
し
た
い
も
の

で
あ
る
。 

広
報
委
員 

入
江 

妙
子 

栗
山 

晃
昇 

東
海
林 

久
美
子 

中
嶋 

和
広 

八
河 

継
美 

 

地
域
の
史
料
作
成 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
事
で
す
が
最
近
、
新
年
を
迎
え
る
毎
に
や
る
べ
き
課
題
が
目
の
前
に
チ
ラ
つ

き
、
何
と
な
く
以
前
よ
り
生
活
に
充
実
感
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
歳
と
共
に
地
域

や
我
が
家
の
歴
史
に
つ
い
て
自
分
だ
け
知
る
の
で
は
な
く
、
せ
め
て
家
に
残
し
て

お
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
元
来
、
怠
け
者
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し

て
い
ま
す
が
、
二
十
代
後
半
に
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と

も
な
い
素
晴
ら
し
い
友
に
出
会
い
、
物
事
を
進
め
る
に
先
ず
充
分
に
考
え
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
何
も
生
ま
れ
て
来
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
理

屈
を
並
べ
た
だ
け
で
は
何
も
前
が
見
え
て
来
な
い
こ
と
で
す
。 

課
題
作
成
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
楽
し
さ
は
、
既
に
行
動
が
始
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
間
に
は
事
柄
の
調
査
も
あ
り
、
時
に
は
現
地
に
行
き
、
雰
囲
気
を
眼
と
耳
と

で
味
わ
う
こ
と
と
、
活
字
に
記
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
物
事
に
気
が
つ
き
調

べ
た
り
、
そ
れ
ら
を
活
字
に
す
る
表
現
は
人
な
り
の
能
力
範
囲
で
し
か
で
き
ま
せ

ん
が
、
せ
め
て
誰
が
見
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
し
よ
う
と
気
を
付
け
て

お
り
ま
す
。 

因
み
に
昨
年
は
江
戸
時
代
湯
沢
の
佐
竹
南
家
が
祖
先
清
和
天
皇
か
ら
ど
の
よ
う

な
流
れ
で
成
立
し
た
か
。
湯
沢
初
代
佐
竹
義
種
が
行
っ
た
湯
沢
城
下
町
の
町
割
り

(

町
づ
く
り)

と
湯
沢
大
堰
の
開
発
に
つ
い
て
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
今
年
は
我
が

家
の
二
十
八
代
の
系
図
を
作
成
し
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

湯
沢
地
区
保
護
司
会 

前
会
長 

齊
藤 
茂
美 

※今号は都合により藤原こゆき氏の４コマ漫画はお休みします。 

湯沢地区保護司会活動ギャラリー 

自主研修会・第三期研修会・顕彰会 

第五十七回秋田県更生保護大会 

湯沢南中学校でのあいさつ運動 

雄勝中学校・雄勝小学校でのあいさつ運動 

高瀬小学校でのあいさつ運動 

“ 

“ 

写真提供 湯沢地区保護司 中嶋 和広 
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令
和
六
年
度
湯
沢
地
区
保
護
司
会
受
彰
者 

瑞
宝
双
光
章 

藍
綬
褒
章 

法
務
大
臣
表
彰 

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰 

東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰 

      

秋
田
県
観
察
所
長
表
彰 

秋
田
県
観
察
所
長
感
謝
状(

一
般
功
労
者) 

 

家
族
功
労 

(

東
北
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰) 

  

家
族
功
労 

(

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
感
謝
状) 

  

家
族
功
労 

(

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
感
謝
状) 

  

 

秋田県保護司会連合会

ホームページ 

秋田県保護司会連合会

Facebook 

湯沢地区保護司会

Facebook 

日
程
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

講
演
は
、
演
題
「
立
ち
直
り
と
回
復
の
真
実
」 

薬
や
め
ま
す
か
、
人
間
や
め
ま
す
か 

と
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
仙
台
ダ
ル
ク
代
表
飯
室
勉
氏
に
よ
る
強

い
口
調
で
始
ま
り
ま
し
た
。
僕
達
は
薬
に
手
を
出
さ
ず

に
一
日
終
わ
る
と
、
ホ
ッ
と
安
心
す
る
。
毎
日
が
そ
の

く
り
返
し
。
ヒ
リ
ヒ
リ
し
た
日
が
ず
っ
と
続
く
。
依
存

症
は
病
気
な
の
で
、
見
捨
て
な
い
で
欲
し
い
と
切
に
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。 

往
復
湯
沢
市
の
バ
ス
で
、
湯
沢
地
区
保
護
司
会
関
係

者
二
十
数
名
が
大
会
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。 

 

更
生
保
護
制
度
施
行
七
十
五
周
年
記
念 

第
五
十
七
回
秋
田
県
更
生
保
護
大
会 

自
主
研
修
会
開
催 

第
三
期
定
期
研
修
会
に
参
加
し
て 

湯
沢
地
区
保
護
司
会 

研
修
部
長 

藤
原 

裕
見
子 

滋
賀
県
大
津
市
で
の
保
護
司
殺
人
事
件
は
、
今
後
の

保
護
司
活
動
に
不
安
を
感
じ
る
シ
ョ
ッ
ク
な
事
件
で
し

た
。
拝
命
か
ら
間
も
な
い
保
護
司
に
あ
っ
て
は
、
対
象

者
と
接
す
る
こ
と
に
更
な
る
不
安
を
抱
い
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

先
の
自
主
研
修
で
は
、
不
安
解
消
に
繋
げ
る
目
的
で

経
験
豊
富
な
朽
木
副
会
長
に
講
師
を
依
頼
し
て
対
象
者

と
の
関
わ
り
方
等
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。 

十
一
月
二
十
七
日
湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場

に
第
三
期
研
修
会
が
行
わ
れ
、
「
精
神
障
害
等
を
抱

え
る
対
象
者
の
処
遇
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

対
象
者
の
中
に
は
時
に
精
神
障
害
を
抱
え
て
い
る

人
も
い
る
の
で
、
如
何
に
相
手
の
特
徴
を
と
ら
え
、

担
当
す
る
保
護
司
の
思
い
を
伝
え
、
互
い
の
距
離
を

縮
め
信
頼
関
係
を
築
く
の
か
、
安
心
感
と
希
望
を
持

た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
対
象
者
が
何

ら
か
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
場
合
は
服
用
の
指
導
も

大
切
で
あ
る
と
の
事
だ
っ
た
。 

補
い
部
分
と
し
て
行
政
や
医
療
、
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
を
取
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ん
だ
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。 
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令
和
六
年
度
湯
沢
地
区
保
護
司
会
異
動 

〈
退 

任
〉 

髙
𣘺
洋
二 

 
 
 

令
和
六
年
六
月
三
十
日
退
任 

飯
塚
朝
子 

 
 
 

令
和
六
年
六
月
三
十
日
退
任 

齊
藤
茂
美 

 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
退
任 

佐
藤
清
次 

 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
退
任 

阿
部 

貢 
 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
退
任 

戸
部 

緑 
 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
退
任 

 

〈
就 

任
〉 

高
橋
大
輔 

 
 
 

令
和
六
年
七
月
一
日
就
任 

沼
澤
幸
平 

 
 
 

令
和
六
年
七
月
一
日
就
任 

阿
部 

透 
 
 
 

令
和
七
年
一
月
一
日
就
任 

佐
藤 

司 
 
 
 

令
和
七
年
一
月
一
日
就
任 

三
輪
宣
比
古 

 
 

令
和
七
年
一
月
一
日
就
任 

西
村
光
喜 

 
 
 

令
和
七
年
一
月
一
日
就
任 

藤
田
健
志 
 
 
 

令
和
七
年
一
月
一
日
就
任 

鈴
木
和
基 

 
 
 

令
和
七
年
一
月
一
日
就
任 

新
任
保
護
司
紹
介 

沼
澤 

幸
平 

雄
勝
郡
羽
後
町
の
沼
澤
幸
平
と
申
し
ま
す
。
二
児

の
父
親
で
す
。
友
人
と
共
に
農
業
法
人
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
公
私
と
も
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
る
中

で
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
日 

々
で
す
。
保
護
司
会
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
精
神
と
自
ら
の
中
に
あ
る
他
者
と
の
繋
が
り
に
感

謝
す
る
精
神
に
親
和
性
を
感
じ
、
先
輩
か
ら
の
勧
め

も
あ
り
登
録
に
至
り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
社
会
の

役
に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

優
秀
賞 

 
 
 

羽
後
町
立 

高
瀬
小
学
校
六
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

齋 

藤 

結 

葵
さ
ん 

各
部
会
の
活
動
案
内 

研 

修 
部 

「
犯
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
」
こ
の
使
命
を

果
た
す
為
の
知
識
教
養
、
技
術
向
上
を
図
る
為
の

研
究
・
研
修
会
等
の
企
画
実
施
・
資
料
提
供
等
が

研
修
部
の
活
動
と
な
る
。
具
体
的
に
は
保
護
観
察

官
が
講
師
と
な
る
定
期
研
修
が
年
三
回
、
湯
沢
地

区
独
自
の
自
主
研
修
が
年
二
回
以
上
行
う
。
更
に

各
研
修
で
グ
ル
ー
プ
討
議
が
あ
る
場
合
、
講
義
に

即
し
た
内
容
で
の
司
会
進
行
を
務
め
る
。 

ま
た
、
刑
務
所
等
各
施
設
を
見
学
す
る
視
察
研

修
計
画
立
案
を
協
力
組
織
部
と
共
に
行
っ
て
い
る 

去
る
十
一
月
八
日

あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ

ル
ハ
ス
中
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
県
更
生
保

護
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
は
、

係
の
方
々
の
優
し
い

対
応
と
会
場
の
明
る

さ
の
中
、
穏
や
か
に 

第
五
十
七
回
秋
田
県
更
生

保
護
大
会
で
六
名
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
結
葵
さ
ん

は
「
明
る
い
社
会
に
つ
な
げ

た
い
想
い
」
と
題
し
た
作
文

を
堂
々
と
朗
読
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

“ 

“ 

、 

」
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

。 


